
、公共施設に雨水浸

　局所的な豪雨が頻繁に発生し、市内各地で浸水被害が起こっ 透施設を計画的に設置する。また、埼玉県と連携し設立した河

ている。　 川・下水道事業調整協議会で具体的な対策案について検討し実

　耐用年数を超える設備・施設があり、計画的な更新が必要に 施する。

なっている。 　下戸田ポンプ場の長寿命化計画に基づき、機械設備の更新を

実施する。　

　新曽第一土地区画整理事業地区では目標の整備率を達成しているが、新曽第二土地区画整

理事業地区・新曽中央地区での下水道整備率は面整備事業の進捗により若干遅れ気味となっ

Ｃ
ている。

　合流式下水道改善事業は平成25年度までに下戸田・新曽両ポンプ場が完成している。

　平成28年度に下水道ビジョン・経営計画を策定した。今後はこれら計画に基づき事業経営

を進める。また、30年度はポンプ場を含めた部内事務の包括的民間委託の開始3年目であり

→ 、より効果的・効率的な運転を目指す。

　

　下水道事業は、新曽土地区画整備事業と併せ推進しているため、進捗のロスが生じないように十分な調整を図りながら整備を実施してい

く。また、河川・下水道事業調整協議会を設立し、浸水対策の協議を進めてきたが、県との調整が一定程度整ったことから30年度も引き続

き対策を実施する。

戸田市 施策評価シート
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関係課
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取り組み⑤
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05 快適で過ごしやすいまち 上下水道部下水道施設課

07 上下水道 上下水道部・上下水道経営課

63 公共下水道の普及促進

　市民生活の快適性を高めるため、下水道の普及を促進し、多くの市民の生活環境の改善や公衆衛生の向上を図ります。

　また、近年の都市型豪雨にも、市民が床上浸水などについて必要以上に不安を抱かず、安全で安心して暮らせるまちづく

りを実現します。　　　　

汚水整備事業

雨水整備事業

浸水対策事業

汚水整備率１ 新曽第一土地区画整理事業地区整備率
％ 80.5 52 55 59.4

(整備予定面積÷計画整備面積 )
汚水整備率２ 新曽第二土地区画整理事業地内整備率

％ 37.1 19.3 22.9 25.4
(整備予定面積÷計画整備面積 )

雨水整備率 雨水整備率
％ 71.7 70.4 70.6 70.9

(整備予定面積÷計画整備面積 )

　新曽第一土地区画整理地区は順調に進捗しているが、新曽第 　新曽中央地区の汚水整備を推進するため、中央地区・前谷馬

二・新曽中央地区での下水道整備が遅れ気味である。新曽中央 場線を重点的に整備する。

地区内で汚水整備ニーズが高まっている。 　浸水対策として雨水流出抑制を図るため
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